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育まれてきた多様な学び

文教都市・くにたちを編み直す

【ACKT（アクト）について】

ACKTはまちなかで生まれる多様なプログラムを通して、アーティストや市民・市外の
参加者と交流をしながら活動し、ともに成長していくためのアートプロジェクトです。

「まちを舞台に編まれる芸術と文化」をテーマにしたプログラムやアクションを通じて、

新たなまちの価値を生み出していきます。

【活動について】

【運営】

ACKTはひとつのプログラムだけを進めるのではなく、上記の図にあるような社会
課題と、様々なアートの分野が交わる、［芸術と文化／スペースと人］の交差点を

つくりだします。

「国立市文化芸術推進基本計画」が目指す“文化と芸術が香るまちくにたち”の実現に向け、以下の
団体が運営しています。
［主催］東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、
 国立市、公益財団法人くにたち文化・スポーツ振興財団、
 一般社団法人ACKT

「◯ ZINE」はまちに暮らし活動する人々のアクション（活動）を紙面の中で浮かび上がら

せるプログラム。まちに住む人に情報を発信し、また収集することで、これまでになかっ

た縁がつながり、これからの活動のきっかけをつくるエンジンとなるフリーペーパーです。

今回の舞台は、文教都市として市内外に知られる国立市。古来から先人の知恵を継いで

きた谷保・青柳や、理想の学問を求め拓かれた国立駅周辺など、様々な教育が息づいて

います。不確実な時代に私たちは何を学び何を生むべきなのか。

文教都市・くにたちが育む多様な学びを見つけに行きましょう。

まちを舞台に芸術と文化を編む「ACKT」の紙面プログラム

04	 谷保天満宮

06	 NPO 法人くにたち農園の会

07	 一橋大学

08	 国立音楽大学附属幼稚園

10	 社会福祉法人滝乃川学園／ロボットプログラミング教室	ProgLab

11	 まちライブラリー	くにたちダイヤ街／ベースクール

12	 くにたち郷土文化館で学ぶ近代史	次の世代に生活を引き継ぐ

14	 ACKT’s	ACTION ①	「・と	-TENTO-」Vol.01

15	 ACKT’s	ACTION ②	「さえき洋品●」

16	 エンジンルーム	こちら企画会議	〜○ZINEを載せてACKTはどこへ向かう!?〜

18	 堀道広「たまたまブラブラ散歩」

19	 国立高校「私たち国高新聞部」

20					「CAST」vol.2	坂根知里（スナック水中代表／ママ）

22				「LAND」vol.2	500年のCOMMONを考えるプロジェクト「YATO」

［農］

［空き家・
空きテナント］

［歴史・学び］

［子育て］

［まちの回遊］

［etc.］

［食］ ［展示］ ［映画］ ［W.S.］［公開制作］［ファッション］［音楽］
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国
立
市
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
の
谷

保
天
満
宮
は
、
約
1
1
0
0
年
の
歴
史

を
持
ち
菅
原
道
真
が
祀
ら
れ
る
東
日
本

最
古
の
天
満
宮
だ
。
道
真
は
今
日
ま
で

学
問
の
神
様
と
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
に
寺
小
屋
が
で
き
学
問
が
身
近
に

な
っ
た
際
に
、
勉
学
に
励
み
右
大
臣
に

ま
で
出
世
し
た
姿
に
庶
民
が
憧
れ
親
し

ん
だ
こ
と
が
、
き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て

い
る
。
8
9
4
年
に
遣
唐
使
の
中
止
を

提
言
し
た
こ
と
は
、
日
本
が
大
陸
か
ら

知
識
を
与
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
主
体

的
に
思
考
し
、
文
化
を
成
熟
さ
せ
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

現
代
、
人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ

れ
学
び
直
し
が
注
目
さ
れ
る
な
か
、
学

問
は
学
生
や
受
験
生
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
な
っ
た
。
学
生
に
と
ど
ま
ら
ず
社

会
人
や
高
齢
者
も
。
そ
し
て
知
識
の
詰

め
込
み
で
は
な
く
豊
か
に
生
き
る
知
恵

を
。
そ
う
し
た
本
質
的
な
学
び
生
き
る

姿
勢
を
、
菅
原
道
真
の
祀
ら
れ
る
谷
保

天
満
宮
は
「
文
教
都
市
・
く
に
た
ち
」

に
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

菅
原
道
真
が
伝
え
た

知
恵
を
求
め
る
姿
勢

谷
保
天
満
宮

谷保天満宮
東京都国立市谷保5209
TEL 042-576-5123

谷保天満宮は谷保村が
記述された起源に則り、

「やほ」ではなく「やぼ」
と読む。読み仮名からも、
その歴史の長さが伝わっ
てくる。

谷保天満宮の本殿。コロ

ナ禍でも大きくは参拝客が

減らず、今日も多くの人の

心を支えている !

NOTE
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国
立
市
の
南
部
に
広
が
る
谷
保
地

域
を
中
心
に
、「
田
畑
と
つ
な
が
る

子
育
て
支
援
」
を
事
業
指
標
の
一
つ

と
し
て
、
農
業
と
子
育
て
に
関
連
し

た
多
く
の
事
業
を
展
開
す
る

「
N
P
O
法
人
く
に
た
ち
農
園
の

会
」。
営
農
の
継
承
が
難
し
い
谷
保

の
農
地
活
用
を
目
的
に
、
任
意
団
体

と
し
て
始

ま
っ

た
同

会

は
、

2
0
1
3
年
に
国
立
市
の
協
力
の
も

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
「
く
に
た

ち
は
た
け
ん
ぼ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

代
表
の
小
野
淳
氏
が
子
供
を
連
れ

立
っ
て
営
ん
で
い
た
こ
の
場
所
に

は
、
徐
々
に
子
育
て
の
現
役
世
代
が

集
ま
る
よ
う
に
。
地
域
の
中
で
子
育

て
を
サ
ポ
ー
ト
し
合
い
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
が
主
体
と
な
っ
て
必
要
な
事

業
を
生
み
出
し
、
2
0
1
6
年
に

N
P
O
法
人
を
設
立
。
同
会
が

2
0
2
0
年
か
ら
運
営
す
る
認
定
こ

ど
も
園
「
国
立
富
士
見
台
団
地　

風

の
子
」
も
ま
た
、
設
立
に
あ
た
っ
て

保
護
者
や
保
育
士
と
話
し
合
い
を
重

ね
、
谷
保
の
農
や
生
き
物
を
通
し
て

様
々
な
体
験
が
で
き
る
場
と
し
て
生

ま
れ
た
。 

「
農
業
は
、
動
植
物
の
生
死
を
扱

う
と
同
時
に
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
自
然
に
触
れ
る
機
会
で
も
あ

る
。
都
市
部
に
ま
だ
残
る
農
地
を
子

育
て
や
教
育
の
場
に
す
る
こ
と
で
、

〝
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
〞
を
次
世

代
へ
継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
小
野

氏
。
1
0
0
0
年
以
上
続
く
谷
保
の

農
地
は
今
、
0
歳
児
か
ら
親
世
代
ま

で
を
巻
き
込
ん
だ
、
多
世
代
の
学
び

で
あ
ふ
れ
て
い
る
。

NPO法人くにたち農園の会
東京都国立市谷保 5119（やぼろじ内）
TEL 042-505-7200

甲州街道沿いの古民家を活用した
子育て拠点「つちのこや」や一橋大
生と取り組むゲストハウス「ここた
まや」など、事業の幅は広い。

NOTE

「くにたちはたけんぼ」で行われる「どろまみれ」の日は、子供も大人も
汚れることを気にせず泥んこになって、思いっきり楽しんでいる。

畑
を
起
点
に
広
が
る
学
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
に
た
ち
農
園
の
会

昭
和
初
期
に
〝
理
想
的
な
学
園
都

市
〞
と
し
て
開
発
さ
れ
た
国
立
大
学

町
。
こ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
一
橋 

大
学
（
当
時
は
東
京
商
科
大
学
）
は
、

世
界
水
準
の
商
業
教
育
を
通
じ
て
日

本
の
近
代
化
を
担
い
、
国
際
的
に
活

躍
で
き
る
指
導
的
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
建
学
の
原
点
と
し
た
学
び
の

場
で
あ
る
。
現
在
は
、
商
学
部
・
経

済
学
部
・
法
学
部
・
社
会
学
部
の
4

学
部
を
設
置
。
所
属
学
部
以
外
の
開

講
科
目
を
履
修
で
き
る
自
由
度
と
、

伝
統
的
な
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
核
と

す
る
少
数
精
鋭
教
育
に
よ
り
、
学
生

の
論
理
的
思
考
力
と
表
現
力
を
育

み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。
2
0
2
3
年
4
月
に
は
、

一
橋
大
学
が
得
意
と
す
る
社
会
科
学

の
理
論
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
技

術
を
融
合
さ
せ
て
、
課
題
抽
出
か
ら

社
会
実
装
ま
で
を
担
え
る
人
材
を
育

成
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
及
び
研
究
科
も
設
置
さ

れ
る
。

国
立
市
内
で
は
、
富
士
見
台
第
一

団
地
の
一
角
で
商
店
街
と
連
携
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
を
運
営
す
る
ま

ち
づ
く
り
サ
ー
ク
ルPro-K

、
谷
保

の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

「
こ
こ
た
ま
や
」

を
運
営
す
る
学
生
団
体
「
た
ま
こ
ま

ち
」
な
ど
、
一
橋
大
生
が
地
域
で
自

発
的
に
活
動
す
る
事
例
も
多
く
あ

る
。
国
際
交
流
を
軸
に
活
動
す
る
団

体
と
連
携
し
、
異
文
化
交
流
を
深
め

る
留
学
生
の
姿
も
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
地
域
に
再
び
門
が
開
か
れ
た
一

橋
大
学
。
時
代
に
真
摯
に
向
き
合
う

一
橋
大
生
の
姿
か
ら
、
私
た
ち
が
学

べ
る
こ
と
も
多
い
は
ず
。

一橋大学
東京都国立市中2-1
TEL 042-580-8000

東キャンパスにある国際 教育交流
センターでは、週3回、昼 休 みに
留学生と日本人が交流するランゲー
ジコミュニティが行われている。

NOTE

一橋大学ソーシャル・データサイエンス学部・研究科所属の教員の多くが研究室を持つ
東キャンパスの東本館は、2022年3月の大規模改修を経て新たな顔をのぞかせる。

郊
外
の
学
園
都
市
で
最
先
端
の
教
育
に
触
れ
る

一
橋
大
学

※建物内への立入はご遠慮ください。
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国
立
音
楽
大
学
に
附
属
す
る
同
幼
稚

園
で
は
、
音
楽
の
諸
要
素
に
よ
る
身

体
・
感
性
の
育
成
│
│
リ
ト
ミ
ッ
ク
教

育
が
行
わ
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
音

の
高
低
や
リ
ズ
ム
の
緩
急
に
合
わ
せ
て

全
身
を
動
か
し
、
事
物
の
強
度
・
速

度
・
様
子
を
表
現
す
る
。
ま
た
園
庭
に

は
各
所
に
自
然
を
楽
し
む
仕
掛
け
が
あ

る
。
園
児
が
木
登
り
で
き
る
シ
ン
ボ
ル

ツ
リ
ー
に
花
壇
と
屋
上
農
園
、
カ
エ
ル

や
メ
ダ
カ
が
育
つ
小
川
と
溜
池
。
複
数

あ
る
砂
場
の
砂
は
場
所
に
よ
っ
て
配
合

が
異
な
り
、
園
児
が
自
ら
性
質
の
ち
が

い
に
気
づ
き
、
検
証
し
、
泥
遊
び
や
泥

だ
ん
ご
づ
く
り
と
い
っ
た
用
途
に
よ
っ

て
使
い
分
け
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
を（
音
楽

に
と
ど
ま
ら
な
い
）
感
性
の
教
育
と
し

て
拡
張
的
に
捉
え
、
音
楽
と
自
然
を
通

じ
て
知
覚
し
表
現
す
る
術
が
育
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

対
話
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

特
筆
す
べ
き
点
だ
。
子
供
た
ち
は
主
体

者
と
し
て
遊
び
の
ル
ー
ル
を
自
分
た
ち

で
つ
く
り
、
議
論
し
な
が
ら
改
善
し
て

い
く
。
例
え
ば
絵
画
表
現
で
は
自
分
た

ち
で
色
を
調
合
し
て
絵
の
具
を
つ
く
り
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
自
分
た
ち
で
ラ
イ

知覚のアンテナを育み、他者との共生を学ぶ

国立音楽大学附属幼稚園

ン
引
き
や
チ
ー
ム
分
け
を
行
う
。
そ
の

過
程
で
子
供
同
士
の
喧
嘩
が
起
き
た
と

き
は
教
師
が
す
ぐ
に
仲
裁
す
る
の
で
な

く
、
両
者
の
意
見
を
引
き
出
し
お
互
い

が
理
解
し
合
う
な
か
で
解
決
で
き
る
よ

う
援
助
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
は
、（
合

奏
が
複
数
人
で
リ
ズ
ム
や
音
符
を
重
ね

て
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
）
子
供
が
対
話

を
重
ね
、
考
え
の
言
語
化
や
社
会
性
を

身
に
つ
け
て
い
く
よ
う
に
と
意
図
さ
れ

て
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
保
護
者

と
の
対
話
も
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
園

の
入
口
に
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
呼
ば
れ
る
そ
の
日
の
様
子
を
文

と
写
真
で
伝
え
る
お
知
ら
せ
が
貼
ら
れ

る
。
保
護
者
は
そ
れ
を
見
て
子
供
た
ち

の
創
造
性
豊
か
な
生
活
や
園
の
姿
勢
を

知
り
、
コ
メ
ン
ト
を
付
箋
に
書
い
て
貼

る
こ
と
で
意
見
交
換
を
行
う
。

音
楽
と
自
然
を
通
じ
て
知
覚
の
ア
ン

テ
ナ
と
表
現
力
を
育
み
、
他
者
と
の
共

生
を
学
ん
で
い
く
。
昨
今
、
多
様
性
や

創
造
性
の
重
要
性
は
叫
ば
れ
つ
つ
も
、

概
念
ば
か
り
が
先
行
し
て
具
体
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
は
見
え
に
く
い
。
そ
ん
な
な

か
、
こ
の
幼
稚
園
で
日
々
積
み
重
ね
ら

れ
る
小
さ
な
実
践
は
、
強
い
説
得
力
と

次
代
へ
の
期
待
を
抱
か
せ
て
く
れ
た
。

知覚を育む幼稚園の生活シーン

子供たちが遊びながら知覚や社会性を学べるよう、

様々な工夫が園内にはされている。左上：リトミック

の時間の様子／右上：メダカやカエルが生息する池

／右下：子供たちがつくった泥だんご／左下：砂場

の前には様々なツールが置かれており、表現手法が

選ばれていく
国立音楽大学附属幼稚園
東京都国立市中1-8-25
TEL 042-572-3533

子供自らが育つ力に信頼を寄せ、幼児
期を存分に生きる時間や場を保障する
幼稚園でありたいと願われている。

NOTE
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１
３
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
初

の
知
的
障
害
者
の
た
め
の
社
会
福
祉

施
設
、
滝
乃
川
学
園
。
児
童
・
成
人

の
入
所
に
一
時
保
護
、
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
な
ど
多
様
な
事
業
で
障
害
者
の
支

援
を
展
開
し
て
い
る
。
創
設
し
た
石

井
亮
一
氏
は
聖
書
の
「
い
と
小
さ
き

者
の
一
人
に
為
し
た
る
は
、
即
ち
我

（
神
）に
な
し
た
る
な
り
」
と
い
う
教

え
を
重
ん
じ
、
時
代
と
と
も
に
生
ま

れ
た
様
々
な
知
的
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

を
汲
み
上
げ
て
き
た
。

緑
が
豊
か
な
敷
地
は
地
域
に
も
開

か
れ
て
い
る
。
近
隣
住
民
ら
が
野
菜

や
草
花
を
育
て
る
「
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
保
育
園

の
園
児
は
敷
地
内
を
流
れ
る
矢
川
の

小
径
を
散
歩
に
使
う
。
子
供
が
カ
ブ

ト
ム
シ
を
捕
り
に
来
る
こ
と
も
あ

る
。
学
園
を
こ
の
地
に
建
て
る
際
、

石
井
氏
は
意
図
的
に
矢
川
を
挟
む
か

た
ち
で
敷
地
を
購
入
し
、
園
内
に
水

や
木
々
の
自
然
を
取
り
入
れ
た
と
い

う
。
小
川
が
流
れ
木
々
が
つ
な
が

り
、
虫
や
草
花
、
四
季
の
豊
か
な
環

世
界
が
構
築
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
自

然
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
が
、
入
所

者
│
│
そ
し
て
関
わ
る
人
々
の
暮
ら

し
も
ま
た
豊
か
に
す
る
こ
と
を
、
予

見
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ProgLab

（
プ
ロ
グ
ラ
ボ
）国
立
で

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
組
み
立
て
と
動
き

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
幼
稚
園
年
中

児
童
か
ら
中
学
生
に
教
え
て
い
る
。

授
業
の
コ
ー
ス
は
難
易
度
に
よ
り
複

数
に
分
か
れ
て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
の

基
本
的
な
組
み
立
て
に
始
ま
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
じ
た
動
作
の
取

り
入
れ
、
チ
ー
ム
で
の
共
創
や
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
深
ま
っ
て
い
く
。

授
業
で
は
わ
か
り
や
す
い
動
画
や

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
が
用

意
さ
れ
て
い
る
。
日
常
の
様
々
な
物

が
歯
車
や
機
構
な
ど
で
動
い
て
い
る

こ
と
を
学
び
、
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ

た
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
を
行
う
。
過
程

で
は
、
講
師
が
導
き
な
が
ら
も
教
え

る
こ
と
は
極
力
控
え
ら
れ
、
生
徒
の

主
体
性
が
尊
重
さ
れ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク

の
か
た
ち
や
色
の
立
体
的
な
把
握
、

組
み
立
て
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通

し
た
物
と
物
と
の
関
係
性
構
築
。
仮

設
し
、
構
築
し
、
検
証
す
る
…
と

い
っ
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
50
分（
応
用
的
な

コ
ー
ス
は
90
分
）の
な
か
で
繰
り
返
さ

れ
、
み
る
み
る
複
雑
な
ロ
ボ
ッ
ト
が

子
供
た
ち
の
意
思
で
で
き
あ
が
っ
て

い
く
。
授
業
に
集
中
す
る
後
ろ
姿
に
、

V
U
C
A
の
時
代
を
た
く
ま
し
く
切

り
開
く
頼
も
し
さ
を
感
じ
た
。

社会福祉法人滝乃川学園
東京都国立市矢川3-16-1
TEL 042-573-3950

1921〜1931年、滝乃川学園の理
事長を務めたのは、“日本資本主義
の父”渋沢栄一氏。思想に感銘を
受け亡くなるまで経営面を支えた。

NOTE

プログラボ国立
東京都国立市北2-37-8
https://www.proglab.education

教 材 に使 われるのは 教 育 用 の
LEGO。遊びの感覚で熱中する子
供たちは、授業後も名残惜しそうに
していた。

NOTE

園内にある石井亮一・筆子記念 館。
滝乃川学園を創設したふたりの資料
展示が行われている（現在はコロナ禍
の影響で休館中）。

iPad のガイドを見ながらロボットを
組み立てる生徒。基本系ができたら、
そこから自由にアレンジしていく。

地
域
に
開
か
れ
た
豊
か
な
自
然
と
暮
ら
す

社
会
福
祉
法
人
滝
乃
川
学
園

子
供
の
創
造
性
・
論
理
的
思
考
力
を
育
む

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室  ProgLab

約
50
年
前
に
、
富
士
見
台
団
地
と 

と
も
に
生
ま
れ
た
ダ
イ
ヤ
街
商
店
街
。 

そ
の
一
角
に
あ
る
書
店
の
２
階
に 

「
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
あ
る
。
代
表

の
林
大
樹
氏
は
、
一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
教
授
を
退
任
後
、
研

究
室
に
あ
っ
た
多
く
の
書
籍
の
行
き

先
と
し
て
こ
の
場
所
を
始
め
た
。

林
氏
は
大
学
在
任
中
の
２
０
０
１ 

年
か
ら
、
商
店
会
や
国
立
市
職
員
、 

他
の
教
員
ら
と
連
携
し
、
富
士
見
台 

第
一
団
地
「
む
っ
さ
21
商
店
街
」
の 

空
き
店
舗
活
用
と
学
生
の
学
び
の
機 

会
を
掛
け
合
わ
せ
、
地
域
の
様
々
な 

課
題
と
対
峙
す
る
「
人
間
環
境
キ
ー 

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
を
進
め
た
。 

学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営 

す
る
カ
フ
ェ
、
貸
し
ホ
ー
ル
、
八
百

屋
な
ど
は
地
域
の
新
た
な
賑
わ
い
に

つ
な
が
り
、
2
0
0
6
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
な
っ
て
か
ら
現
在
ま
で
、
生

き
た
学
生
の
実
践
が
生
ま
れ
続
け
て

い
る
。
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
〝
地

域
の
み
ん
な
の
本
棚
〞
と
し
て
親
し

ま
れ
る
一
方
、
興
味
を
持
っ
た
学
生

が
お
店
番
や
企
画
を
行
う
な
ど
、
私

設
ま
ち
づ
く
り
研
究
室
の
よ
う
な
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
20
年
以

上
に
わ
た
る
富
士
見
台
地
域
で
の
実

践
は
、 

今
も
ゆ
る
や
か
に
続
い
て
い
る
。

国
立
駅
北
口
か
ら
徒
歩
5
分
ほ
ど

歩
い
た
場
所
に
〝
み
ん
な
で
シ
ェ
ア

す
る
ひ
み
つ
基
地
〞
が
コ
ン
セ
プ
ト

の
駄
菓
子
屋
、「
く
に
き
た
べ
ー
す
」

が
あ
る
。
そ
ん
な
ま
ち
の
駄
菓
子
屋

で
は
週
に
数
回
、
探
究
型
学
習
塾

「
ベ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
開
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
１
週
間
に
１
コ
マ
、

全
12
回
で
1
つ
の
テ
ー
マ
に
対
し
て

の
探
究
を
行
う
。
10
回
の
授
業
の
中

で
、
子
供
た
ち
自
身
で
テ
ー
マ
を
見

つ
け
、
学
習
を
進
め
る
。
11
回
目
で

発
表
、
12
回
目
で
振
り
返
り
、
と
い

う
の
が
ル
ー
テ
ィ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
の
枠
組
み
を
ま
っ
た
く
作
ら

な
い
ス
タ
イ
ル
で
開
講
す
る
「
ベ
ー

ス
ク
ー
ル
」。
テ
ー
マ
も
「
お
笑
い
」

「
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
」「
昆
虫
」

「
き
ゅ
う
り
」
な
ど
、
ク
ラ
ス
に
よ

り
様
々
。
大
人
が
行
う
の
は
、
子
供

た
ち
が
集
ま
っ
て
話
す
場
を
提
供
す

る
こ
と
。
テ
ー
マ
や
探
究
の
仕
方
に

指
示
を
出
す
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
課

題
を
軌
道
修
正
す
る
こ
と
も
な
い
。

失
敗
も
成
功
も
す
べ
て
の
経
験
を
学

び
に
変
え
て
い
く
、
と
い
う
ス
タ
イ

ル
な
の
だ
。
こ
の
既
存
の
枠
に
囚
わ

れ
な
い
学
び
の
場
が
子
供
た
ち
を
よ

り
自
由
な
未
来
へ
連
れ
て
い
く
の
か

も
し
れ
な
い
。

まちライブラリー くにたちダイヤ街
東京都国立市富士見台1-8-15小鳥書房2F

1階には富士見台地域唯一の本屋と
して親しまれる小鳥書房があり、本
を通じたコミュニケーションが日々
生まれている。

NOTE

駄菓子屋 くにきたべーす/ベースクール
東京都国分寺市光町1-39-9
TEL 090-9134-0996

くにきたべーすは、ベースクール開
講中もお店が開いている。取材の日
は、お小遣いで駄菓子を買って帰る
近所の子供たちの様子が見られた。

NOTE

約 1,500 冊の蔵書には、林氏の社会
学を中心とした書籍に加え、寄贈され
た様々な書籍が並んでいる。

生徒の調べものの様子を見守る運営
メンバーのウォーリー氏。

ひ
み
つ
基
地
で
学
ぶ
探
究
の
道

ベ
ー
ス
ク
ー
ル

小
さ
な
商
店
街
に
あ
る
ま
ち
の
研
究
室

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

く
に
た
ち
ダ
イ
ヤ
街
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ま
ち
の
発
展
を
支
え
た
南
北
の
開
発

国
立
市
は
国
立
駅
や
大
学
通
り
を
中
心
と
す
る

北
エ
リ
ア
と
中
央
の
富
士
見
台
エ
リ
ア
、
谷
保
や

青
柳
の
あ
る
南
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
歴
史
が
蓄
積
し
て
い
る
。
近
代
に
至
る
ま

で
北
エ
リ
ア
は
雑
木
林
で
、
人
々
が
暮
ら
し
た
中

心
は
南
エ
リ
ア
だ
っ
た
。
南
エ
リ
ア
で
は
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
や
縄
文
時
代
の
石
棒
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
は
「
谷
保
」
と
い
う
地

名
が
定
ま
っ
て
い
る
。
北
エ
リ
ア
が
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
、
1
9
2
6
年
頃
に
箱
根
土
地
株
式

会
社
を
中
心
に
行
わ
れ
た
学
園
都
市
構
想
の
開
発

か
ら
だ
。
一
橋
大
学
や
国
立
音
楽
大
学
が
設
置
さ

れ
国
立
駅
が
完
成
し
、「
国
立
」
と
い
う
地
名
が

で
き
た
。「
文
教
都
市
・
く
に
た
ち
」
は
こ
の
と

き
の
北
エ
リ
ア
発
展
に
よ
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
国
立
市
全
体
と
し
て
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
は
1
9
6
5
年
だ
。
農
地
の
広
が
る
南

エ
リ
ア
で
中
央
高
速
自
動
車
道
の
建
設
が
進
み
、

ま
た
中
央
の
富
士
見
台
団
地
が
完
成
し
た
こ
と

で
、
ま
ち
の
風
景
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
農
家
が

減
っ
た
い
っ
ぽ
う
で
人
口
は
急
増
し
て
5
万
人
を

超
え
た
。
昨
今
「
国
立
市
」
と
聞
く
と
北
エ
リ
ア

を
浮
か
べ
る
人
は
多
い
が
、
国
立
市
の
現
代
の
活

気
の
礎
と
な
っ
た
の
は
実
は
南
エ
リ
ア
の
発
展

だ
っ
た
の
だ
。

くにたち郷土文化館で学ぶ近代史

次の世代に生活を引き継ぐ
生活の知恵や道具はどのように引き継がれてきたのか。
国立の近代の成り立ちを探るべく、くにたち郷土文
化館で2022年11月23日まで開催された「歩いて集
めて見て聞いて ─消えゆく暮らしを記録せよ─」展
を取材した。

谷保で見つかった暮らしの道具
谷保を中心に、収集調査で多くの民具が保存された。
①叩いて麦の脱粒などを行うくるり棒（唐

からざお

竿・連
からざお

枷）
②馬に引かせて田畑を耕す長さ2.5m の大型のおんが
③ハンドルを回すことで繭から糸を紡ぐざぐり　
写真提供：くにたち郷土文化館

歴
史
を
継
い
で
い
く

南
エ
リ
ア
の
急
激
な
都
市
開
発
が
進
む
い
っ
ぽ

う
、
暮
ら
し
や
環
境
の
変
化
に
危
機
感
を
募
ら
せ

る
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
1
9
6
7
年
に
文
化

財
や
史
跡
を
保
存
す
る
「
国
立
の
自
然
と
文
化
を

守
る
会
」
が
結
成
。
そ
の
後
も
国
立
第
一
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
民
具
収
集
、「
く
に
た
ち
野
生
植

物
調
査
会
」
の
野
草
調
査
と
市
民
に
よ
る
記
録
活

動
は
続
く
。「
国
立
市
民
具
調
査
団（
現
く
に
た
ち

暮
ら
し
を
記
録
す
る
会
）」
の
調
査
活
動
が
10
年

も
続
い
た
の
は
珍
し
い
。
最
初
は
民
具
調
査
、
そ

の
あ
と
は
聞
き
取
り
調
査
に
な
り
、
く
に
た
ち
郷

土
文
化
館
が
開
館
し
た
1
9
9
4
年
以
降
は
、
伝

承
が
活
動
内
容
の
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
長
く
活
動
が
続
い
た
の
は
、
文
化
を

残
し
て
い
く
大
切
さ
が
バ
ト
ン
と
し
て
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
メ
ン
バ
ー
の
多
く
は

結
婚
を
機
に
国
立
市
に
移
り
住
ん
だ
主
婦
だ
っ
た

が
、
聞
き
取
り
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
郷
土
へ
の

愛
着
が
深
ま
り
、
ま
ち
の
文
化
が
大
切
に
さ
れ
た
。

現
在
、
富
士
見
台
団
地
が
建
替
え
の
時
期
を
迎

え
、
北
エ
リ
ア
で
も
中
央
線
の
高
架
化
や
旧
国
立

駅
舎
が
再
築
さ
れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
景
色
は
変
わ

り
続
け
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
谷
保
や
青
柳
の
人

た
ち
が
記
録
し
て
残
し
て
き
た
物
、
手
法
、
そ
し

て
そ
の
精
神
か
ら
、
私
た
ち
が
学
ぶ
も
の
は
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

くにたち郷土文化館
東京都国立市谷保6231
TEL 042-576-0211

保存活動をずっと行ってきた
「くにたちの暮らしを記録す
る会」会長の佐伯安子氏。
展覧会会期中には、トーク
イベントなどが開催された。

INFORMATION

NOTE

国立の移り変わりと民具調査
左上：建設中の中央高速自動車道（1965 年）／右上：エプロン姿で民具を調べる民具調査団

（1983 年）／左下：テープレコーダーで聞き取り調査を行う様子／右下：古民家で年中行事の
ひし餅づくりを伝える様子（2016 年）　写真提供：くにたち郷土文化館

①

②

③
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aCKT'S ACTION 01

「
・
と – TE

N
TO

 –

」（
以
下
「
・

と
」）
の
開
催
地
に
は
、
テ
ン
ト
と
国
立
市

周
辺
を
描
い
た
大
地
図
、
看
板
、
椅
子
と

テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
テ
ン
ト
は

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し

て
の
意
味
を
持
ち
、
看
板
に
は
通
り
か

か
っ
た
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

簡
単
に
「
・
と
」
の
趣
旨
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に

お
話
を
伺
い
、
国
立
市
の
気
に
な
る
場
所

な
ど
に
つ
い
て
、
地
図
に
コ
メ
ン
ト
を

貼
っ
て
も
ら
う
、
と
い
う
の
が
大
ま
か
な

活
動
の
内
容
で
す
。

Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ 

の
活
動
自
体
に
興
味
を
持
っ

て
来
場
し
て
く
れ
た
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
・

と
」
を
知
っ
て
遊
び
に
来
て
く
れ
た
方
、

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
方
、
1
人
だ
っ

た
り
、
家
族
連
れ
だ
っ
た
り
…
、
様
々
な

方
と
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
、
一
度
椅
子
に
座
っ
て
お
話
を
始

め
る
と
、
そ
の
話
題
は
ま
ち
の
こ
と
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

「
今
、
こ
う
い
う
活
動
に
興
味
が
あ
っ
て
…
」

「
大
学
の
卒
業
研
究
で
こ
ん
な
コ
ト
を
し
て

い
て
…
」
な
ど
、
自
分
の
興
味
関
心
の
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
話
が
聞
け
た
り
、「
・

と
」
で
知
り
合
い
と
ば
っ
た
り
出
会
っ
て
、

そ
の
ま
ま
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
も
混

ざ
っ
て
討
論
会
が
始
ま
っ
た
り
と
、
多
様

な
場
へ
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
時
に
は

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
披
露
す
る
人
が
現
れ
た

り
、
学
生
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

る
な
ど
、
少
し
変
わ
っ
た
こ
と
も
起
こ
り

ま
し
た
。「
・
と
」
開
催
中
の
緑
地
帯
に
は

様
々
な
人
が
集
ま
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
が
溶
け
合
っ
た
、
ま
さ

に
ま
ち
の
縁
側
の
よ
う
な
空
間
が
広
が
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
７
日
間
の
実
施
で
1
日
に
10
〜

20
名
、
全
日
程
通
し
て
98
名
の
方
が
「
・

と
」
に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
・
と 

」
は
今
後
も
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

次
回
は
、
国
立
市
の
ど
ん
な
場
所
に
現
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
楽
し
み
に
！

「・と -TENTO-」Vol. 01
屋外や廃屋、高架下や駐車場などの普段なら見逃してしまう
ようなまちの隙間にランドマークとなるテントを仮設し、プラ
イベートでもなくオフィスでもない、そんなまちの縁側のよう
な中間領域を出現させて、まちの人たちと交流しながらアク
ションをインストールしていくプログラム「・と -TENTO-」。
プログラムのVol.01を2022年9月の7日間、国立市・大学
通りの緑地帯にて実施しました。

「・と」に取材に来てくれたのは国立高
校の新聞部。ここでの出会いがきっか
けとなり、◯ ZINE で連載をしていただ
くことになりました。

「さえき洋品●」
2022年11月、ACKTはJR南武線の谷保駅、南口から徒歩0分の
場所にある築69年、2階建ての木造建築を新たな活動拠点とする
ことに決めました。
拠点の名前は「さえき洋品 ●」。ACKTの活動拠点でもあり、この拠
点そのものが「遊◯地」プログラムの一つとして機能していくという意
味を込めています。読み方は「さえき洋品（てん）」。ACKTの拠点に
なる数年前まで商店だったこの建物の「さえき洋品店」という名前と、

「遊◯地」の丸を組み合わせて「さえき洋品●」としました。
69年前から谷保の地域を見守ってきたこの建物と周辺環境につい
てのリサーチをお届けします。

さ
え
き
洋
品
●
の
う
わ
さ
①

﹁
谷
保
天
満
宮
の
お
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
存

在
だ
っ
た
﹂

A
C
K
T
の
拠
点
と
な
る
前
、
こ
の
建
物
は

ど
ん
な
場
所
だ
っ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
、

「
さ
え
き
洋
品
●
」
の
周
辺
に
住
む
方
々
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
時
の
さ
え
き
洋
品
店

に
つ
い
て
の
リ
サ
ー
チ
を
進
め
て
い
く
と
谷

保
天
満
宮
（
以
下
、
谷
保
天
）
に
も
関
わ
り
が

あ
っ
た
と
い
う
う
わ
さ
を
耳
に
し
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
、
谷
保
天
の
祭
事
の
際
に
は
法
被

な
ど
の
衣
装
を
さ
え
き
洋
品
店
が
用
意
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
さ
え
き
洋
品
店
か
ら
谷
保

天
ま
で
は
徒
歩
5
分
ほ
ど
の
距
離
。
そ
れ
も

谷
保
天
の
参
道
に
続
く
一
本
道
な
の
で
、
さ

え
き
洋
品
店
が
健
在
だ
っ
た
当
時
は
、
神
社

や
参
拝
客
と
の
交
流
も
多
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

﹁
さ
え
き
洋
品
●
﹂
の
昔
に
触

れ
る

「
さ
え
き
洋
品
●
」
が
建
設
さ
れ
た
の
は
昭

和
28
年
。
そ
ん
な
昭
和
の
中
頃
、
国
立
市

は
ど
の
よ
う
な
様
子
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

右
の
写
真
は
昭
和
54
年
に
谷
保
駅
構
内
か

ら
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
す
。
左
奥
に
写
っ

て
い
る
の
が
現
「
さ
え
き
洋
品
●
」
と
思

わ
れ
る
建
物
で
す
。
写
真
か
ら
は
当
時
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

人
々
の
服
装
や
工
事
中
と
思
し
き
駅
の
様

子
な
ど
、
一
つ
の
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る

ポ
イ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
す
。

こ
の
中
に
当
時
の
「
さ
え
き
洋
品
店
」
を

利
用
し
て
い
た
方
々
も
写
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
建
物
で
、
こ
れ
か

ら
A
C
K
T
の
活
動
が
幕
を
開
け
ま
す
。

さ
え
き
洋
品
●
の
う
わ
さ
②

﹁
洋
品
店
に
な
る
前
は
鮮
魚
店
だ
っ
た
﹂

看
板
か
ら
も
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
元
々
は
洋
服
な
ど
を
扱
う
商
店
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
以
前
の
興
味
深
い
お
話
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
ん
と
、

洋
品
店
を
営
む
以
前
は
鮮
魚
店
だ
っ
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。
鮮
魚
店
の
ご
主
人
が

亡
く
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
奥
さ
ん
が
お
店
の
場
所
を
引
き
継
ぎ
、
洋
品
店
を
始
め

た
の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。
確
か
に
一
階
の
入
り
口
付
近
の
壁
は
洋
品

店
に
は
珍
し
く
、
タ
イ
ル
貼
り
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ル
は
魚
や
水
を
扱

う
鮮
魚
店
だ
っ
た
頃
の
名
残
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

aCKT'S ACTION 02

写真提供：くにたち郷土文化館
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いちばん重要なのは、インプットができて活動につながることですよね。

なにかしら自分たちでやってみる、

手を動かしてみる……

というのは大事かもしれない。

「
東
海
道
中
膝

栗
毛
」
な
ど
魅

力
的
な
道
中
も

の
が
あ
る
の

で
、
読
み
直
し

て
み
た
い
で

す
。A
C
K
T

で
ミ
ッ
ド
ナ
イ

ト
・
ウ
ォ
ー
ク

と
か
ど
う
で
す

か（
笑
）。

K　

自
転
車
に

す
れ
ば
2
泊
3
日
ぐ
ら
い
で
東
海
道
中
は
行
け

そ
う
で
す
ね（
笑
）。

安
藤︵
以
下
︑
A
︶　

自
転
車
っ
て
お
互
い
話
せ

な
い
か
ら
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
か
も
で
す
ね
。

丸
山
さ
ん
は
な
に
が
し
た
い
で
す
か
？

M　

僕
は
、福
祉
。小
金
井
に「
ム
ジ
ナ
の
庭
」と

い
う
就
労
支
援
を
し
て
い
る
施
設
が
あ
っ
て
、

障
害
の
あ
る
方
が
集
ま
っ
て
物
販
な
ど
を
や
っ

て
い
る
の
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。あ
と
、別
の

仕
事
で
重
度
身
体
障
害
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
会
も
あ

り
、改
め
て
ち
ょ
っ
と
福
祉
を
リ
サ
ー
チ
し
て

い
き
た
い
な
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。

A　

土
方
さ
ん
は
次
号
で
な
に
を
と
り
あ
げ
た

い
で
す
か
？

H　

例
え
ば
、ま
ち
な
か
の
気
に
な
る
も
の
を

記
事
に
し
て
も
よ
い
か
な
と
思
い
ま
す
。個
人

的
に
は
看
板
。看
板
っ
て
特
徴
的
な
も
の
も
あ

る
し
、い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も

の
も
あ
る
。当
時
の
流
行
り
の
字
体
を
探
っ
て

み
て
も
い
い
し
、市
内
で
い
ち
ば
ん
古
い
看
板

を
探
し
て
み
て
も
よ
い
か
な
。そ
れ
を
市
民
の

方
々
を
巻
き
込
ん
で
探
し
て
も
よ
い
で
す
ね
。

K　

こ
の
企
画
、土
方
さ
ん
の
連
載
で
！

M　

そ
う
そ
う
、土
方
さ
ん
の
名
前
で
書
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。誰
が
書
い
た
の
か
わ
か
ら

な
い
媒
体
よ
り
、個
人
名
の
方
が
絶
対
い
い
で

す
よ
。市
役
所
の
人
が
連
載
し
て
く
れ
る
っ
て

す
ご
く
よ
く
な
い
で
す
か
？

H　

記
事
に
対
し
て
質
問
が
あ
れ
ば
A
C
K
T

に
連
絡
が
い
く
よ
う
に
し
て
、感
想
な
ど
も
聞

け
る
と
よ
い
で
す
よ
ね
。

ど
こ
に
も
属
し
て
な
い
場
所

A　

活
動
し
な
が
ら
思
っ
た
の
は
、ま
ち
に
興

味
が
あ
る
人
と
話
す
機
会
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、

興
味
な
い
人
と
話
す
機
会
が
な
い
ん
で
す
。

M　

ま
ち
に
興
味
の
な
い
人
を
連
れ
て
く
る

の
っ
て
、け
っ
こ
う
難
し
い
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。興
味
が
な
い
人
と
話
し
て
み
た
い
と
い
わ

れ
て
も
、特
に
話
し
た
く
な
い
し
話
す
こ
と
が

な
い
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
か
…
…
。

T　

相
手
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
、向
か

い
合
う
自
分
が
ど
ん
な
存
在
な
の
か
ク
リ
ア
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
交
わ
ら
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
お
互
い
認
識

で
き
る
の
は
、
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

M　

少
し
話
が
そ
れ
ま
す

が
、A
C
K
T
の
拠
点
と
な

る
さ
え
き
洋
品
店
っ
て
、駅

前
で
人
も
通
る
し
、外
か
ら

気
に
な
っ
て
見
ち
ゃ
う
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、こ
の
場
所
っ
て
、す

ご
く
可
能
性
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
は
思
う
ん
で

す
よ
。

A　

そ
う
で
す
よ
ね
。昨
日
掃
除
し
て
い
た
ら
、

好
意
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
人
も
い
れ
ば
、

怪
訝
そ
う
に
見
て
く
る
人
も
い
て
、な
ぜ
か
何

回
も
通
る
人
も
い
ま
し
た
。こ
こ
が
ま
だ
ど
こ

に
も
属
し
て
な
い
場
所
だ
か
ら
っ
て
い
う
の
も

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

T　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、こ
こ
は
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
ぽ
い
で
す
よ
ね
。

A　

例
え
ば
ご
飯
屋
さ
ん
の
看
板
を
出
し

ち
ゃ
っ
た
ら
、半
数
以
上
の
人
が
通
り
す
ぎ
る

だ
け
で
し
ょ
う
け
ど
、何
を
し
て
い
る
か
わ
か

ら
な
い
と
気
に
な
っ
て
覗
き
込
ん
じ
ゃ
う
ん
で

す
よ
ね
。

M　
「
カ
フ
ェ
で
す
」
っ
て
言
い
切
る
の
で
は

な
く
、「
コ
ー
ヒ
ー
と
ド
ー
ナ
ツ
を
売
っ
て
る
場

所
で
す
」と
い
っ
て
お
い
て
、そ
こ
で
な
ぜ
か
展

示
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
て
、

ド
ー
ナ
ツ
買
い
に
来
た
人
が
偶
然
に
接
点
を
持

つ
…
…
ぐ
ら
い
が
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。

T　

看
板
を
設
け
な
い
っ
て
い
う
の
は
い
い
で

す
ね
。「
○Z

IN
E

」も
、特
集
テ
ー
マ
を
設
け
な

い
と
か
も
い
い
か
も
？
さ
っ
き
の「
興
味
が
な

い
」と
い
う
話
に
つ
な
が
り
ま
す
が
、ケ
ー
キ
特

集
と
な
る
と
、ケ
ー
キ
に
興
味
あ
る
人
し
か
読

ま
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。だ
か
ら
あ
え
て
テ
ー
マ

を
設
け
な
い
。あ
る
い
は
姿
勢
で
テ
ー
マ
を
く

く
る
と
か
。対
象
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、こ
う

い
う
姿
勢
で
リ
サ
ー
チ
し
ま
す
、だ
け
を
決
め

て
お
く
と
か
。

M　

ど
ん
な
テ
ー
マ
に
す
る
に
せ
よ
、い
ち
ば

ん
重
要
な
の
は
、イ
ン
プ
ッ
ト
が
で
き
て
活
動

に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
よ
ね
。そ
れ
が
い
ろ
ん

な
人
た
ち
に
も
伝
播
し
て
い
っ
て
、ど
こ
か
で

活
動
が
生
ま
れ
て
い
く
。

T　

A
C
K
T
と
し
て
も
、情
報
発
信
を
し
た

い
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、む
し
ろ
情
報
を
得
た
い
っ

て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

T　

次
号
は
春
頃
で
す
か
ね
？
…
…
み
な
さ
ん
、

花
見
は
好
き
で
す
か
？
僕
は
、桜
の
自
分
が
主

役
だ
と
疑
っ
て
な
い
感
じ
が
少
し
苦
手
な
ん
で

す
。だ
か
ら
逆
に
花
を
は
し
ょ
っ
て
み
た
い
。

M　

花
見
じ
ゃ
な
く
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
す
け

ど
、4
月
に
計
画
し
て
ま
す
よ
。

T　

花
見
じ
ゃ
な
く
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
！
次
号

は
み
ん
な
で「
…
じ
ゃ
な
い
方
」を
持
ち
寄
る
と

か
ど
う
で
し
ょ
う
。

M　

そ
う
い
う
の
、い
い
で
す
ね
。

A　

ゆ
る
い
テ
ー
マ
で
い
い
で
す
ね
。

T　

み
ん
な
の「
…
じ
ゃ
な
い
方
」を
と
り
あ
げ

る
。関
心
を
持
て
な
か
っ
た
り
世
の
中
で
メ
イ

ン
じ
ゃ
な
い
も
の
に
関
心
を
向
け
る
。ゆ
る
く

感
じ
る
け
ど
、福
祉
や
ま
ち
に
興
味
が
な
い
人

の
社
会
包
摂（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）に
も
つ
な

が
っ
て
く
る
、大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

H　

A
C
K
T
で
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
、

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。記

事
と
し
て「
じ
ゃ
な
い
」を
突
き
詰
め
て
い
く
の

も
面
白
そ
う
で
す
ね
。

が
ら
ん
ど
う
の「
さ
え
き
洋
品
●
」で
行

わ
れ
た
座
談
会
。何
も
な
い
場
所
で
ま

だ
か
た
ち
に
な
っ
て
な
い
も
の
を
熱
く

議
論
す
る
…
…
こ
の
会
議
自
体
が
、行

き
先
不
明
を
楽
し
む
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
エ
ン
ジ
ン
の
よ
う
に
も
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

エンジンルーム こちら企画会議

〜○ZINEを載せてACKTはどこへ向かう!?〜

取材や編集を終え、制作メンバーで振り返り会議を実施。

取材の経験は、どんなエンジンになり得るのか？　どこへ向かう原動力になるのか !?

ACKT の新たな拠点「さえき洋品●」で議論します。

「
◯ZIN

E

」の
編
集
長
。地
域
や
企
業
が
取
り
組
む
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
や
編
集
を
行
う「
田
尾
企
画 

編
集
室
」代
表
。国
立
を

拠
点
に
生
活
。二
児
の
父
。

国
立
市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
・
文
化
芸
術
係
長
。国
立
市
文
化
芸
術
推
進

基
本
計
画
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
活
動
を
行
う
。国
立
市
谷
保

で
生
ま
れ
育
つ
。趣
味
は
旅
行（
特
に
鉄
道
）。時
刻
表
は
紙
派
。

A
C
T
を
働
き
か
け
る
A
C
K
T

丸
山︵
以
下
︑
M
︶　

ま
ず
は
今
号
を
振
り
返
り

ま
し
ょ
う
。「
文
教
都
市
・
国
立
を
編
み
直
す
」と

い
う
テ
ー
マ
は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。今
回
は
比

較
的
ま
じ
め
に
つ
く
っ
た
け
ど
、ま
だ
ま
だ
面

白
く
で
き
る
余
地
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

田
尾︵
以
下
︑
T
︶　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、問
い
や
行
動
を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
工

夫
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

M　
「
◯Z

IN
E

（
エ
ン
ジ
ン
）」と
い
う
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
名
称
に
は
、ま
ず「
円
陣
」を
組
ん

で
自
分
た
ち
の
場
を
み
ん
な
で
広
げ
て
い
く
と

い
う
意
味
と
、丸
の
中
に
い
ろ
ん
な
活
動
が
入
っ

て
き
て
、自
分
た
ち
自
身
も
学
び
な
が
ら
共
有

し
て
い
く
、と
い
う
意
味
。そ
し
て
最
後
に
、自

分
た
ち
の
活
動
も
含
め
て
き
っ
か
け
や
学
び
に

な
る「
エ
ン
ジ
ン
」に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

T　

今
回
は
紹
介
が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
ま
す
よ

ね
。エ
ン
ジ
ン
に
例
え
る
な
ら
、現
在
地
は
示
さ

れ
た
の
で
、こ
の
車
が
向
か
う
目
的
地
を
今
後

は
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

加
藤︵
以
下
︑
K
︶　

僕
は
、ま
ず
は
フ
ラ
ッ
ト

に
捉
え
る
こ
と
っ
て
大
切
だ
な
と
学
び
が
あ
り

ま
し
た
。 

〝
学
び
〞と
は
何
か
を
考
え
、さ
ら
に

他
の
場
所
へ
も
視
点
を
向
け
た
の
は
、面
白
か
っ

た
な
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、紹
介
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、そ
れ
を
ど
う
捉
え
る
の
か
・
ど
う
考

え
る
の
か
、と
い
う
ヒ
ン
ト
ま
で
落
と
し
込
め

る
と
よ
か
っ
た
の
か
も
。

T　

僕
ね
、ひ
と
つ
い
い
話
が
あ
る
ん
で
す
け

ど
、谷
保
天
満
宮
の
宮
司
さ
ん
に
取
材
し
た
と

き
に
、取
材
の
趣
旨
を
説
明
す
る
と
、谷
保
天
満

宮
と
し
て
ど
う
い
う
学
び
を
提
供
で
き
る
の
か
、

す
ご
く
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
。受
験
の
た
め
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
よ
う
に
老

若
男
女
に
と
っ
て
の
学
び
が
も
っ
と
提
案
で
き

る
か
も
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。最
後
に

「
ヒ
ン
ト
も
ら
っ
た
よ
」と
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。こ
れ
は
ひ
と
つ
の
成
果
と
い
う
か
、僕
ら

の
編
み
直
し
が
具
体
的
に
ま
ち
に
ヒ
ン
ト
を
提

示
で
き
た
例
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

M　

土
方
さ
ん
は
市
役
所
の
生
涯
学
習
課
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、初
見
で
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

を
読
ま
れ
て
ど
う
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
？

土
方︵
以
下
︑
H
︶　

国
立
市
は
学
園
都
市
と
し

て
知
名
度
は
あ
る
に
し
て
も
、具
体
的
に
そ
れ

ぞ
れ
の
場
が
今
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、抱
え

て
る
問
題
は
何
か
な
ど
は
見
え
て
い
な
か
っ
た

の
が
現
状
で
し
た
。そ
れ
を
、取
材
し
て
い
た
だ

い
て
何
か
し
ら
言
語
化
し
た
と
い
う
点
は
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

T　

場
を
提
供
す
る
の
は
、い
わ
ゆ
る
第
一
段

階
で
す
よ
ね
。大
変
な
の
が
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
。1
0
0
年
時
代
と
い

わ
れ
る
今
、
こ
れ
ま
で
は
青

年
期
に
半
ば
強
制
さ
れ
て
き

た〝
学
び
〞
を
、
自
主
的
に

1
0
0
年
間
続
け
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
な
か
な
か
生

み
出
し
に
く
い
。そ
の
生
涯

学
習
の
エ
ン
ジ
ン
が
仕
組
み

化
さ
れ
て
な
い
ん
で
す
。
だ

か
ら
、紙
面
で
国
立
市
に
こ

う
い
う
多
様
な
学
び
が
あ
る

こ
と
を
紹
介
で
き
た
の
は
、

ひ
と
つ
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。そ
の
う
え
で
、第
二
段
階

と
し
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
や
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
ら
れ
る
と
、

も
っ
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
価
値

づ
け
が
で
き
ま
す
ね
。

M　
「
A
C
K
T（
ア
ク
ト
）」
っ
て
い
う
名
前

も
、ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
く
っ
て
い
う

意
味
で
す
も
ん
ね
。公
民
館
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
学
び
は
比
較
的
座
学
の
も
の
が
多
い
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、僕
ら
が
や
り
た
い
学
び
は
、そ

れ
と
は
ち
が
う
学
び
で
す
。

T　
「
◯Z

IN
E

」に
置
き
換
え
る
と
、毎
号
な
に

か
し
ら
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
る
、手
を
動
か

し
て
み
る
…
…
と
い
う
の
は
大
事
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。問
題
提
起
し
て
、リ
サ
ー
チ
や
取
材

を
し
て
、最
後
は
実
際
に
や
っ
て
み
る
。

M　

自
分
た
ち
が
な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
に
し
た
の

か
を
明
文
化
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
よ
ね
。あ

と
、取
材
先
の
風
景
や
自
分
た
ち
が
感
じ
た
こ

と
を
紙
面
に
き
ち
ん
と
記
し
て
い
く
。編
集
チ
ー

ム
が
前
面
に
出
る
、つ
く
っ
て
い
る
人
を
出
す

こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

次
号
の
テ
ー
マ

T　

次
号
で
は
何
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
ょ
う
ね
。

M　

こ
の
テ
ー
マ
が
直
接
A
C
K
T
の
活
動
に

つ
な
が
ら
な
く
て
も
国
立
市
以
外
で
も
、よ
い

と
思
い
ま
す
。

T　

最
近
ど
ん
な
こ
と
が
気
に
な
っ
て
ま
す

か
？
僕
は「
道
中
モ
ノ
」
で
す
。
ゴ
ー
ル
や
リ

タ
ー
ン
の
と
ら
え
に
く
い
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
な
に
か
。

特
に
徒
歩
の
よ
う
に
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
つ
い
て
、自
分
な
り
に
考
え
た
い
。日

本
で
は「
奥
の
細
道
」や「
東
海
道
五
十
三
次
」

田尾圭一郎

土方智紀

Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
代
表
理
事
。デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
活
動
と
並

行
し
て
、国
立
市
内
で
は「m

useum
 shop T

」の
運
営
を
行
う
。ア
ー

ト
と
筋
ト
レ
を
同
時
に
愛
す
る
異
端
児
。

Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
理
事
。自
身
が
運
営
す
る「
三
画
舎
」で
は
、ま
ち
づ
く
り

を
軸
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。「
国
立
人
」「
国
立
本
店
」「
み
ん
な
の

コ
ン
ビ
ニ
」な
ど
。い
つ
も
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
し
て
る
。

丸山晶崇

加藤健介

安藤涼

Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｔ
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
。「
◯ZIN

E

」で
は
新
人
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

日
々
奮
闘
中
。紙
面
の
デ
ザ
イ
ン
も
ち
ょ
こ
っ
と
担
当
し
て
い
る
。最
近
、

国
立
市
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
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私
た
ち
は
国
立
高
校
新
聞
部
で
す
。
普
段
は
、

「
国
高
」
こ
と
都
立
国
立
高
校
で
新
聞
を
月
1
回

程
度
発
行
し
て
い
ま
す
。
今
回
よ
り
こ
ち
ら
の

「
〇ZIN

E

」
に
て
記
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
第
1
回
は
ご
挨
拶
と
し
て
、
私
た
ち
の
通

う
国
高
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
国
高
は
国
立
市

の
大
学
通
り
の
中
ほ
ど
に
位
置
し
、「
全
部
や
る
、

み
ん
な
で
や
る
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
２
日

間
で
1
万
人
を
動
員
す
る
文
化
祭
、「
国
高
祭
」

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
高
の
大
き
な
特
徴
に
、

「
自
由
」
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

校
則
が
な
く
、
ま
た
制
服
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
法
に
抵
触
し
な
け
れ
ば
ど
ん
な
格
好
で
も

通
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
高
生
に
行
っ
た
「
普

段
の
登
校
時
の
服
装
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト(

左
下

表)

で
は
私
服
の
生
徒
が
最
も
多
い(60.4

％)

で
す
が
、
部
活
用
の
運
動
着(34.4

％)

や
、「
な

ん
ち
ゃ
っ
て
制
服
」
と
い
う
、
個
人
的
に
制
服
屋

等
で
購
入
し
た
も
の
を
着
て
い
る
生
徒(5.2

％)

な
ど
、
か
な
り
多
様
で
す
。
ま
た
、「
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
に
学
校
で
仮
装(

特
別
な
恰
好
や
メ
イ
ク
等)

を
し
た
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
し
た
」
と

答
え
た
生
徒
が
、52.6

％
と
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

(

左
下
表)

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
カ
オ
ナ
シ

や
、
手
づ
く
り
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
た
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
幼
稚
園
児
や
全
身
タ
イ
ツ
、
女

装
、
高
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
書
の
表
紙
の
再

現
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
仮
装
を
す
る
生

徒
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
服
装
を
始
め
と
し
た
「
自
由
」
の
上

に
学
校
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
国

高
生
は
様
々
な
行
動
に
自
主
性
や
能
動
的
な
姿
勢

が
求
め
ら
れ
、
生
徒
ご
と
の
自
立
が
促
さ
れ
て
い

ま
す
。「
自
由
」
に
つ
く
責
任
を
全
う
す
る
こ
と

が
、
文
教
都
市
の
一
角
を
担
う
国
高
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 国

立
高
校
に
通
う
新
聞
部
の
生
徒
が
、

自
分
た
ち
の
学
生
生
活
を
紹
介
す
る
連

載
。
01
号
で
は
、
代
表
的
な
校
風
の

「
自
由
」
に
つ
い
て
書
い
て
も
ら
っ
た
。

国
高
新
聞
部

私
た
ち

01号

【アンケート調査】

私服
部活用の
ジャージ

なんちゃって
制服

普段登校するときには
どのような服装ですか?

仮装をしたしなかった

先日のハロウィンで仮装
（特別な格好やメイク等）をしましたか?

「普段登校するときにはどのような服装ですか?」「先日のハロウィン
で仮装（特別な格好やメイク等）をしましたか?」という2つの質問を
もとにGoogleフォームを作成し、そのリンクを国高の1、2、3年
生の学年 LINEグループに送るというかたちで投票をしてもらいまし
た。全生徒約960人中154人の回答を得られました。

堀道広｜1975年富山県生まれ、国立市在住。うるし漫画家。うるしと漫画に特化した活動を続ける。
「多摩金継ぎ部」部長　近著『うるしと漫画とワタシ〜そのホリゾンタルな仕事〜』（駒草出版）等。

「矢川プラス」は、都営矢川北アパートの建
て替えにより生じた公共用地（都有地）に、
令和5年（2023）4月の開設をめざして準備
が進められている複合公共施設です。
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あ
っ
た
か
ら
な
ん
で
す
。
私
に
と
っ

て
ス
ナ
ッ
ク
は
銭
湯
く
ら
い
の
距
離

感
の
存
在
で
、
元
気
が
な
い
と
き
に

「
気
分
転
換
に
行
こ
う
か
な
」
と
思

え
る
よ
う
な
場
所
と
い
う
か
…
。
会

い
た
い
と
き
に
行
け
ば
マ
マ
に
会
え

る
、
顔
を
見
て
会
話
が
で
き
る
、
そ

ん
な
リ
ア
ル
な
場
と
し
て
存
在
し
て

い
る
の
が
ス
ナ
ッ
ク
の
魅
力
だ
と
思

う
ん
で
す
。

私
も
そ
う
で
す
が
、
同
年
代
く
ら
い

の
方
は
周
り
の
人
を
傷
つ
け
な
い
、

相
手
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に
踏

み
込
ま
な
い
よ
う
な
距
離
感
を
保
つ

人
が
多
い
で
す
よ
ね
。
相
手
に
対
し

て
踏
み
込
ん
で
い
く
こ
と
自
体
を
怖

い
と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
。「
ス

ナ
ッ
ク
水
中
」
で
は
、
そ
う
い
う
普

段
の
生
活
の
中
で
の
人
間
関
係
に
疲

れ
て
し
ま
っ
た
女
性
に
癒
さ
れ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

—

実
際
に
は
ど
ん
な
活
動
が
あ
る

の
で
す
か
？

女
性
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
様
々
な
活
動
の
展
開
を
考
え

て
い
ま
す
。
裏
水
中
と
い
う
名
前

で
、
女
性
だ
け
が
入
れ
る
サ
ロ
ン
の

よ
う
な
も
の
だ
っ
た
り
と
か
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
出
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
ま

だ
企
画
段
階
な
の
で
す
が
、
同
じ

テ
ー
マ
や
悩
み
を
持
っ
て
い
る
20
代

の
女
性
た
ち
で
、
自
分
た
ち
の
気
持

ち
や
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と
め
たZIN

E

な
ど
を
制
作
す
る
取
り
組
み
も
検
討

中
で
す
。

—

坂
根
さ
ん
か
ら
み
て
国
立
は
ど

ん
な
ま
ち
で
す
か
？

今
の
国
立
市
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
と
っ

て
は
住
み
や
す
い
ま
ち
だ
し
、
学
生

も
多
い
け
れ
ど
、
私
と
同
じ
20
代
〜

30
代
前
半
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
少
な
い

ん
で
す
。
実
際
、
自
分
の
友
人
で
事

業
を
始
め
よ
う
と
す
る
人
た
ち
は
渋

谷
な
ど
の
都
心
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え

て
い
て
、「
こ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
や
る

よ
！
」「
一
緒
に
や
ろ
う
！
」
と
い

う
ふ
う
に
、
割
と
す
ぐ
に
同
年
代
の

横
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
い
く
。
そ

う
や
っ
て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て

い
る
人
た
ち
を
見
る
と
羨
ま
し
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。

国
立
市
だ
と
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
た
い
と
思
う
方
々
は
経
験
を
積
ん

だ
30
、
40
代
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
多

く
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
経
験
に
な

る
の
で
す
が
、
活
動
す
る
際
に
尻
込

み
し
て
し
ま
う
部
分
も
あ
る
の
で
、

同
年
代
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
切
磋

琢
磨
し
て
い
け
る
よ
う
な
、「
も
っ

と
い
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
よ
」
と
い

い
合
え
る
よ
う
な
仲
間
が
増
え
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

—

坂
根
さ
ん
は
現
在
、「
ス
ナ
ッ

ク
水
中
」
の
マ
マ
だ
け
で
な
く
、
国

立
市
の
富
士
見
台
地
域
を
舞
台
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「※

ク
ラ
ブ
サ

バ
ー
ブ -

郊
外
の
ア
フ
タ
ー
ワ
ー
ク

を
楽
し
も
う-

」
で
メ
ン
タ
ー
と
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
な

ど
、
国
立
市
内
を
中
心
と
し
て
精
力

的
に
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ス
ナ
ッ
ク
を
中
心
に
展

開
さ
れ
る
坂
根
さ
ん
の
活
動

は
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

カ
タ
チ
と
な
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

INFORMATION
スナック水中
東京都国立市富士見台1-17-12
エスアンドエスビル1F
TEL 042-505-7307

※国立市が策定した「国立市富士見台地域重点まちづくり構想」に基づき展開している「市民まちづくりプロ
　ジェクト100」のリーディング企画として開催されたワークショッププロジェクト

ACKT では、まちなかで新しい動きをつくる人やそこに参加する人を
［CAST］と呼びます。この連載ではすでに活動を行うまちの先輩をピッ
クアップし紹介していきます。第 2 回目は「スナック水中」の坂根千里
さんです。

—

国
立
で
ス
ナ
ッ
ク
を
始
め
た
経

緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
橋
大
学
に
通
っ
て
い
た
頃
、
谷
保

で
「
こ
こ
た
ま
や
」
と
い
う
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。
ス

ナ
ッ
ク
で
働
き
始
め
た
の
は
、
こ
こ

た
ま
や
で
知
り
合
っ
た
地
域
の
方
に

「
ス
ナ
ッ
ク
水
中
」
の
前
身
で
あ
る

「
す
な
っ
く
・
せ
つ
こ
」
に
連
れ
て

き
て
い
た
だ
い
た
際
、
マ
マ
か
ら

「
一
緒
に
働
か
な
い
？
」
と
い
う
お

誘
い
を
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
な
か
で
年
齢
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、
先
代
マ
マ
が
引
退
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
お

店
を
継
が
な
い
か
」
と
い
う
お
話
を

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
も
ス
ナ
ッ
ク

の
マ
マ
と
し
て
働
く
こ
と
に
興
味
が

あ
っ
た
た
め
、
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

—

「
ス
ナ
ッ
ク
水
中
」
は
女
性
に

届
け
た
い
お
店
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

そ
う
で
す
ね
。
も
と
も
と
私
が
ス

ナ
ッ
ク
を
継
業
し
よ
う
と
思
っ
た
の

も
、
自
分
自
身
の
元
気
が
な
い
と
き

に
お
店
の
マ
マ
や
常
連
さ
ん
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
救
わ
れ
た
経
験
が

国立市、谷保駅から徒歩1分。路地に入った先にある「スナック水中」。そこで
2022年4月から新米ママとしてお店に立つ坂根千里さんは、3月まで一橋大学の
社会学部で都市政策を学んでいました。そんな坂根さんがスナックを継業した理由、
スナックという夜のまちの社交場から見えてくるまちづくりについて伺いました。

坂根千里（スナック水中代表/マ
マ）

VOL. 02

1998年生まれ。八王子とインドネシア育ち。
一橋大学在学中スナックで働き、留学先
のカンボジアで路上スナックを営む。卒業
後、新卒でスナックの事業継承を行う。

「老若男女がともに集まるこれからの社交
場」を目指し、活動中。

PROFILE
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を
こ
の
５
年
間
で
構
築
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
縁
日
は
こ
う
い
う
関
わ
り

方
を
す
る
、
年
末
の
餅
つ
き
は
こ

う
、
初
午
の
掃
除
は
こ
う
…
、
と
い

う
感
じ
で
サ
イ
ク
ル
が
で
き
た
の
は

非
常
に
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

—

５
０
０
年
続
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

僕
た
ち
の
活
動
の
塩
梅
や
面
白
み
を

わ
か
っ
て
も
ら
え
る
人
に
伝
え
て
い

く
こ
と
で
す
。
仕
組
み
づ
く
り
云
々

で
は
な
く
、
誰
に
伝
え
て
い
く
の
か

が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

簗
田
寺
の
空
間
も
、
僕
自
身
は
様
々

な
こ
と
を
経
験
し
て
き
た
の
で
、
な

ん
と
な
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
開
き
方
の
微
調
整
が
で
き

る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
わ
か
る
人
で

な
い
と
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
は
難
し
く
、

ガ
バ
ッ
と
開
い
て
し
ま
っ
た
り
、
逆

に
ピ
タ
ッ
と
閉
じ
て
し
ま
っ
た
り
す

る
。
そ
の
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
の
塩
梅
が

わ
か
る
人
に
伝
え
て
い
か
な
い
と
続

い
て
い
く
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
簗
田
寺
で
は

お
客
さ
ん
に
も
掃
除
な
ど
を
行
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
行
動
が
苦
に
な
っ
て
し

ま
う
人
に
は
任
せ
ら
れ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。「
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
」

と
言
っ
た
と
き
に
当
然
の
よ
う
に
で

き
る
人
や
面
白
が
っ
て
や
っ
て
く
れ

る
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、

そ
う
い
う
人
に
つ
な
い
で
い
け
る
よ

う
な
活
動
に
し
た
い
で
す
ね
。

—

「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
活
動
か
ら
は

現
在
の
私
た
ち
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
、

地
続
き
で
5
0
0
年
先
の
未
来
を
か

た
ち
づ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

感
じ
さ
せ
ら
ま
す
。
様
々
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
く
「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」

の
今
後
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

INFORMATION
500年の common を考えるプロジェクト「YATO」
東京都町田市忠生 2-5-3　簗田寺内

500年のCOMMONを考えるプロジェクト「YATO」
VOL. 02

—

「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
の
活
動
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

年
に
1
度
の
「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
縁
日
」、

「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
年
の
瀬
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
「
や

と
っ
子
同
盟
」
と
い
う
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
年
長
者
が
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
子
供
と

大
人
が
忠
生
の
歴
史
や
文
化
を
学

び
、
新
し
い
遊
び
や
学
び
の
場
を
つ

く
っ
て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

—

場
づ
く
り
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ト
ー
ン
を
守
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば

「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
縁
日
」
の
と
き
、
影

絵
を
見
る
た
め
に
大
勢
の
人
が
本
堂

に
靴
を
脱
い
で
入
っ
て
き
ま
す
。
人

が
多
い
の
で
靴
と
か
1
足
、
2
足
な

く
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
そ
う

い
う
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
ホ
ス
ト

側
の
人
間
は
途
端
に
管
理
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
。
で
も

そ
う
で
は
な
く
、
自
分
が
楽
し
む
た

め
に
来
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
不
都
合

が
あ
っ
た
ら
自
分
で
解
決
す
る
と
い

う
人
の
集
ま
り
に
し
た
い
。
そ
の

ト
ー
ン
を
守
ら
な
い
と
結
局
た
だ
の

サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で

す
。
こ
ち
ら
が
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
原

理
で
動
か
な
け
れ
ば
本
堂
自
体
が
自

分
の
場
所
と
い
う
感
覚
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
気
を
つ
け
よ
う
」
と
意

識
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
に
は
子

供
も
大
人
も
関
係
な
く
、
み
ん
な
が

意
識
で
き
る
よ
う
に
言
い
続
け
な
く

て
は
い
け
な
い
。
で
も
そ
の
お
か
げ

で
、
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
か

ら
も
、
簗
田
寺
と
い
う
場
所
が
そ
の

人
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
に
な
る
。

結
果
、
お
寺
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に

「
ど
う
し
よ
う
か
」
と
い
う
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
。
み
ん
な
で

ト
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
、
守
っ
て

い
く
場
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

—

こ
の
５
年
間
の
活
動
の
中
で
見

え
て
き
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

入
り
口
の
設
計
で
す
ね
。
関
わ
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
へ
向
け
た
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
と
い
う
か
、
シ
ー
ズ
ン
ご

と
の
リ
ズ
ム
が
掴
め
て
き
ま
し
た
。

年
間
で
大
体
こ
う
い
う
リ
ズ
ム
で
動

い
て
い
く
と
お
寺
と
の
関
わ
り
が
心

地
よ
く
開
け
る
な
、
と
い
う
リ
ズ
ム

様々なまちを訪れ、気になる活動を行うスペースを紹介する [LAND]。	
2 回目に訪れたのは、町田市忠生にある簗田寺です。「500 年の
common を考えるプロジェクト『YATO』」のディレクターであり、簗
田寺の副住職、保育園の理事長、音楽家でもある齋藤紘良さんにお話
を伺いました。

「500年のcommonを考えるプロジェクト『YATO』」（以下、「YATO」）は、東京
アートポイント計画の一環として町田市忠生で2017年から行われているプロジェクト
です。舞台となる簗田寺周辺では、おおよそ500年ごとに歴史的な変化が訪れてきた
といいます。そんな地域で、これから先の500年に向けて、忠生地域に関係する人と
人とのつながりのあり方＝「common」を模索するために「YATO」は立ち上がり
ました。その活動について教えていただきます。

1980年生まれ、天秤座。１６５cm。５６kg。専門は子どもが育ち暮らし
老いて死んで次に向かうための環境や文化を考えること。保育施設の
運営、500年間続く祭りの創造、寺院の再興、映像番組などへの楽
曲提供、そして雑貨と電子楽器を駆使したパフォーマンスなどを行っている。
発表音源に『narrative songs』(CD,spotify etc.)、著書に『す
べて、こども中心。』（カドカワ）などがある。チルドレンズミュージックバンド
COINNメンバー、全国私立保育連盟研究企画委員、和光高等学
校非常勤講師、簗田寺副住職。
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［デザイン・編集］一般社団法人ACKT
［表紙イラスト］堀道広
［執筆（P.19）］国立高校新聞部
［発行］ACKT（アクト／アートセンタークニタチ）
　　　令和5（2023）年3月発行
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＊「ACKT（アクト／アートセンタークニタチ）」は東京アートポイント計画の一事業として運営しています。

【東京アートポイント計画について】
東京アートポイント計画は、社会に対して新たな価値観や創造的な活動を生み出すためのさまざまな「アートポ
イント」をつくるために、東京都と公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京が、地域社会を担
うNPO とともに展開している事業です。実験的なアートプロジェクトをとおして、個人が豊かに生きていくため
の関係づくりや創造的な活動が生まれる仕組みづくりに取り組んでいます。
https://www.artscouncil-tokyo.jp/

www.ackt.jp

メールニュース配信

ACKTの活動に関する最新情報などをメールニュースでお伝えし
ています。ご興味のある方はぜひご登録ください。

ご登録はこちら


